
国民スポーツ大会ボクシング競技岡山県代表選手・監督の選考基準について 

 

令和７年３月１０日 

岡山県ボクシング連盟 

１ 国民スポーツ大会参加資格 

・「国民スポーツ大会実施要項総則」に定められた、「参加資格」、「所属都道府県（岡山県）」、「選 

手の年齢基準」の全てを満たす者 

・「日本ボクシング連盟競技規則」の第２条に定められた「登録の義務と適格性」の項目にある競 

技出場に必要な条件を満たしている者 

２ 選考期間及び選考大会 

(1)中国ブロック大会代表 

・選考期間：国民スポーツ大会ボクシング競技岡山県代表選考会開催期間 

・選考大会：国民スポーツ大会ボクシング競技岡山県代表選考会 

(2)本大会代表 

・選考期間：「岡山県代表選考会」から「本大会申込」まで 

・選考大会：「岡山県代表選考会」、「中国ブロック大会」 

  ※その他選考の参考とするもの「代表候補選手強化合宿・練習会」 

３ 選考人数 

  国民スポーツ大会ボクシング競技及び国民スポーツ大会中国ブロック大会ボクシング競技実施 

要項で定められた選手・監督の人数 

４ 選考基準 

(1) 選手：・原則として、代表選考会で 1位の選手の中から代表を選考する 

      ・ブロック大会を突破し、本大会へ出場が期待できる選手、階級を判断し選考する 

      ・本大会の代表選手については、代表選考会で２位以下の選手でも、階級変更して 

出場すれば入賞の期待が持てる場合、代表候補として強化合宿などに参加し、総合 

的な判断をして本大会の代表選手に選考することもある 

      ・「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の対象となる選手は、 

本大会への出場意思を表明することで、優先的に選考することとする 

(2)監督：・公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、 

公認ボクシングコーチ１、公認ボクシングコーチ３、公認ボクシングコーチ４ 

のいずれかの資格を有する者の中から選出する 

５ 選考の方法 

  ・4項の基準に従い選考委員会を開催し監督・選手を選考する。選考委員は次のとおり。 

   ＜理事長、審判長、強化委員長、審判委員会より審判長の指名を受けた３名、強化委員会よ

り強化委員長の指名を受けた 3名の合計９名＞  

  ・本大会の代表選手について 4項の基準に従い、監督がブロック大会代表選手との変更を申し

出た場合、再度選考委員会を開催し代表を選考する。 

・代表選考会の開催期間に日本ボクシング連盟が招集する試合・合宿などで参加することがで

きない選手がいる場合、後日、選考会優勝者と試合形式のスパーリングを行ない選考する。 

６ 予選会免除者 

 日本スポーツ協会が定める「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」に該

当する者。 

７ 選考基準の周知について 

  岡山県代表選考会実施要項において明記する。 

８ 選考結果について 

  選考委員会終了後、速やかに本人若しくは指導者へ連絡する。 

９ 代表選手・監督の決定について 

  岡山県ボクシング連盟が選考した者の中から、公益財団法人岡山県スポーツ協会会長が、岡山

県選手団としての誇りと自覚を持ち、社会的な規範を遵守できる者を代表として決定する。 


